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 １ 計画改定の趣旨 

掛川市では、茶業界全体を取り巻く厳しい情勢を克服することで茶産地として生き残るこ

とを目指し、平成28年度に「掛川市茶振興計画」を策定して茶業振興を図ってきました。 

しかし、茶業の情勢は、高齢化や生産意欲の低下による離農、共同工場の解散や茶園の耕

作放棄地の増加といった負の連鎖が止まらず、状況の好転に至りませんでした。 

また、昨年から猛威を振るう新型コロナウイルスの影響による流通形態の変化や、ＳＤＧ

ｓや環境を重視する国内外の機運の高まりにより、農業分野においても地球温暖化防止と持

続可能な生産体系への移行が求められるなど、新たな要因が加わったことで茶業の置かれた

状況は急速に変化をしています。 

茶業の危機から脱し発展するためには、この状況を有事と改めて認識することが必要であ

り、守りの姿勢ではなく積極的にチャレンジする姿勢で、これまでの慣習や常識にとらわれ

ない実行性のある真に効果的な取組が急務となっています。 

そこで、茶産地掛川の生き残りを掛けた新たな指針とするため、掛川市茶振興計画を抜本

的に見直し、「掛川茶未来創造プロジェクト」として策定することとしました。 

 

２ 計画の位置づけ 

この計画は、「掛川市総合計画」や「掛川市農業振興ビジョン」との整合を図りつつ、本

市の持続可能な茶業実現のための新たな指針として策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 計画の改定にあたって 
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３ 計画期間 

本計画の計画期間は、平成29年度（2017年度）から令和８年度（2026年度）までの10年間

を見据えたお茶の振興方針として策定されました。計画期間中に大きな状況の変化などが生

じた場合には、必要に応じて見直しを行うとされていることから、中間年（2022年度）を１

年前倒して改定を行うものです。 

本改定版の計画期間は令和４年度（2022年度）を初年度とし、令和８年度（2026年度）を

最終年度とする５年間とします。 
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１ 茶業を取り巻く情勢 

生活様式の変化や多様化によるリーフ茶需要の減少、茶価の低迷、生産者の高齢化や後継

者不足、荒廃茶園の拡大など、茶業経営の継続が厳しい状況が続いていて、こうした影響か

ら市内の経営茶園面積と茶経営体数は大きく減少しています（図１参照）。 

生産現場においては、製茶機械等の老朽化、非効率な茶園管理等の状況が改善されず、生

産コストの低下に繋がっていません。 

計画の見直しに当たり実施した、茶生産者に対するアンケート調査では、生産者の約８割

が後継者なしと回答し、経営状況についても約７割が悪いと回答しました。10年後の経営見

込みについても、やめるとした意向が約３割を占め、維持拡大したいとの意向を上回ってい

ます。このことからも、第一次産業の疲弊は明らかであり、掛川市の茶生産が存亡の危機に

たたされていることが判ります。 

国内では、高級茶を中心としたリーフ茶需要の減少により、市場取引を中心とする荒茶価

格は低迷し、生産者は収入を見込めない状況にあり、若手生産者の離農や新たなチャレンジ

への意欲がわかないといった負の連鎖を招いています。 

一方、米国、ＥＵを筆頭に茶の輸出は好調で、特にオーガニック（有機栽培茶）と抹茶（粉

末茶）の需要が高く、リーフ緑茶よりも高値で取引がされています。また、国内においても

ＳＤＧｓへの関心の高まりにより、エシカル消費が伸びつつあるなど、茶業界においても「ゲ

ーム・チェンジ」が始まり、このことを好機と捉え挑戦することが成功の鍵となっています。 

茶産地を支える一次産業の窮状を改善するためには、収入の安定化が急務であり、これま

での慣習にとらわれない流通構造改革が求められています。また、「深蒸し茶」の製造に偏

るのではなく、マーケットインの視点で、様々なニーズに対応する茶生産体制への構造改革

が求められていて、これを実現するためには、生産者に取組を求めるだけでなく、農協、茶

商社及び行政が一丸となって強力に支援する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 現状と課題 
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予測：近似曲線による予測 

 

２ 現計画の振り返り 

  【目指すビジョン】～22世紀も掛川が世界に誇れる「お茶のまち」であるために～ 

    掛川市では、平成29年に掛川市茶振興計画を策定し、産地として持続的に発展し、掛川市

民をはじめ世界中の人々が掛川茶を楽しむことのできる暮らしを次世代に引き継いでいくこ

とを目指し、 

①需要の把握・創出による消費の拡大 

②買いたくなる・飲みたくなるお茶づくり 

③茶生産体制・マネジメント・マーケティングの強化 

の３つを柱とし、それぞれに推進方法を定めて、施策を展開してきました。 

 

図１ 茶経営体数と経営茶園面積（農林業センサス） 
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   (1) 課題解決のための施策取組状況 

    ① 需要の把握・創出による消費の拡大 

      お茶のある暮らしとの出会いの創出、多様なシーンでの体験の提供、掛川茶ファンの育

成及び海外における「お茶のある暮らし」との出会いの創出を図るため、以下に掲げる施

策を展開してきました。 

 緑茶の消費量が低い東北地方において、お茶の楽しみ方、お茶の健康効能に関するＰ

Ｒ活動を実施することで、新たな市場の形成を目指した「掛川茶ひろめ隊」活動。 

 月夜の茶摘み会、月夜の煎茶会等の掛川茶を楽しんで体感できるイベント開催。 

 掛川茶の魅力を伝える人材育成を目的とした、掛川茶マイスター制度の運用・普及、

Ｔ１グランプリ、学校と連携してのお茶教育等。 

 市民がお茶とより接する機会を創出するための、新婚家庭への急須・お茶プレゼント

事業、市内学校への呑み茶提供事業。 

 海外に向けた掛川茶の情報発信を目的とした、多言語ＷＥＢサイトの制作・運用、海

外姉妹都市との交流を活用したＰＲ、海外の茶業関係者との交流、海外茶業界インフ

ルエンサーとの関係構築、インバウンドへの対応強化。 

    ② 買いたくなる・飲みたくなるお茶づくり 

      飲んでみたくなる新たなお茶製品の提供、掛川茶のブランディング、海外輸出に対応す

る茶の流通強化を図るため、以下に掲げる施策を展開してきました。 

 全国茶品評会での上位入賞に向けた技術向上を図るための、品評会出品対策事業。 

 緑茶効能研究「掛川スタディ」の成果を活用したパンフレット、緑茶効能講座等によ

るＰＲ。 

 世界農業遺産「静岡の茶草場農法」の認知度向上のためのＰＲ活動、観光との連携、

情報発信拠点（茶草場テラス）の整備。 

 茶業関係者による海外展示会等への出展、残留農薬検査支援、有機栽培拡大支援等の

海外輸出戦略事業。 

    ③ 茶生産の体制・マネジメント・マーケティングの強化 

      ビジネス経営体の育成、海外輸出に対応する茶の生産を図るため、以下に掲げる施策を

展開してきました。 

 茶生産の効率化を目指した茶園集積を推進するための人・農地プランに基づく地域の

話し合い、茶園集積推進事業による支援。 

 茶園共同管理経営体の組織化、育成を進めるための茶園共同管理推進事業による支援。 

 有機栽培、被覆栽培茶の生産拡大を目的とした、高付加価値茶生産拡大推進事業によ

る支援。 
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１ 目指すビジョン 

  ～１０年後も掛川が世界に誇れる「お茶のまち」であるために～ 

  各種統計や生産者アンケートから浮き彫りになった茶生産者の現状は、極めて厳しい状況

であることを示し、22世紀はおろか10年後に茶産地として存続しているのかさえ危ぶまれて

います。 

  産地として生き残るためには、今後５年、10年の取組が極めて重要であることから、茶業

界、行政及び市民が今が有事であることを共通の認識とするため、ビジョンを定めました。 

  10年後が無ければ22世紀はありません。茶業界を取り巻く環境は急速に変化していますが、

これを悲観するのではなく、好機と捉え、積極的なチャレンジと大胆な構造改革を行い、茶

産地として持続的に発展させることを目指します。 

 

２ 掛川茶未来創造プロジェクトの指標 

  【最重要指標】持続可能な掛川茶生産を可能とする茶園面積及び茶産出額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 目指す姿 

経営茶園面積 

茶産出額 

現  状 目標（令和８年度） 

1,114ha 1,000ha 

31 億円 40 億円 

生産及び流通の構造改革、基盤整備、担い手の育成等を徹底して行い、

経営面積の減少にブレーキをかけ、掛川茶の持続に必要な茶生産量を

確保する。 

有機栽培茶及び碾茶製造の拡大、茶商と連携しての計画生産の実施、

輸出の促進、リブランディングによる消費拡大策の推進等により収益性

を向上させ、生産者の経営を安定化させる。 
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  【プロジェクト指標】 

項 目 現 状 
目 標 

（令和８年度） 
備 考 

担い手（後継者）への継承が決

まっている茶園の割合 
２０％ ４０％ 

生産者アンケート 

人・農地プランの実質化 

茶生産者の経営状況「良い・安

定している」経営体の割合 
５％ ２５％ 生産者アンケート 

組織経営体（株式会社） ６経営体 １０経営体  

有機栽培面積（JAS認証） 

（転換中含む） 
３５ha ５０ha  

碾茶工場（有機専用）の稼働数 １工場 ２工場  

基盤整備の実施・検討地区数 ４地区 ９地区  

スマート農業の導入事例 － ３事例  

全国茶品評会「産地賞」受賞 

記録 
２３回 ２８回  

茶草場農法実践認定農家数 １９３件 １９３件  

市内茶商社等による輸出量 ４６９ｔ ８００ｔ  

掛川茶の認知度（聞いたことが

ある) 
５４．１％ ８５．０％ 

掛川茶のブランディング

に関する調査 

掛川茶の認知度（情報を知って

いる） 
１８．２％ ３５．０％ 

掛川茶のブランディング

に関する調査 

掛川茶を飲んでみたい人の割

合 
４２．３％ ６１．０％ 

掛川茶のブランディング

に関する調査 

掛川（茶園）に観光に行きたい

と思う人の割合 
６３．２％ ８０．０％ 

掛川茶のブランディング

に関する調査 

「掛川の自慢はお茶である」と

思う市民の割合 
７５．７％ ８５．０％ 市民意識調査 
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Ⅰ　茶産地掛川を支える一次産業の所得向上

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

検討

具体策

検討

地域選定

検討

検討

具体策

検討

具体策

備考

第５章　掛川茶未来創造プロジェクト施策実行スケジュール

２　需要に応じた茶生産へ
　　の転換

(2)③
有機栽培推進

(2)④
碾茶製造に向けた検討

３　環境に配慮した茶生産
　　体制

(1)②
茶草場応援ボランティア体制の整備

(2)②③
環境負荷調査と低減策の研究
茶園のCO2削減貢献度の活用

計画期間
施策 具体的事業

１　持続可能な茶生産体制・
　  基盤の再構築

(1)①
生産者を中心とする推進組織の設立
（協議会等）

(2)①
組織経営体（株式会社）の育成

(3)①
新規就農者の育成、受入体制の構築

(4)①②④
茶園ゾーニング・茶園集積、集約化の
ルール化　基盤整備の推進

(5)②
スマート農業の実証実験、試験導入

オーガニック
ビレッジ宣言

(2)①
有機農業産地づくり推進事業（国庫補助
事業） 構想→試行→実施計画→体制づくり

実施

実施

地域ごとに年１団体程度設立を目指す

実施

実施

対象を選定→課題を整理→株式会社化

生産者推進組織ごとに実施・基盤整備検討

実施

実施

実施対象の選定→農機メーカー・ICTベンダーとのマッチング→導入

実施

有機栽培拡大支援

事業化・実施

実施

企業とのマッチング→実践者団体による受入態勢整備→個人受入

実施 計画に基づく取組の定着
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Ⅱ　時代を先取りする流通構造への転換

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

検討・試行

具体策

検討

具体策

検討

支援策

検討

基準・制度

準備・設立

備考施策 具体的事業
計画期間

２　消費者ニーズに合った
　　商品開発

１　茶の流通構造改革

(1)①②
生産計画に基づく適正価格での荒茶取
引の仕組み構築
 茶業版ﾌｪｱﾄﾚｰﾄﾞ認証制度の創設

(３)①
掛川茶の使用原料・商品表示の基準及
び認証制度の検討

３　海外輸出への対応
(1)①
生産者も含めた輸出の推進体制の構築

(1)①
手軽に飲める高品質な商品の開発

(2)②
若者に選ばれる商品開発及びパッケー
ジデザインの研修会

(3)②
生産者と茶商社の連携による有機栽培
の拡大

実施

実施

実施

実施

運用

研究→スタートアップ企業等との連携→商品開発

研究→デザイナー、高校生等との連携→研修会

生産者と茶商社による有機栽培茶の出口戦略検討、実施

(1)③
茶生産者の経営安定、生産量確保のた
めの茶市場の在り方検討

実施

(２)①
インターネット通販の導入支援

実施

活動

- 3
7

 -



Ⅲ　茶産地掛川の持続を可能とする消費拡大策の推進

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

検討

検討

備考

２　コト（体験等）の充実化に
　　よる消費拡大

(1)①
お茶のまちづくり事業の継続と拡充

(2)①
茶の授業目的の明確化とブラッシュアッ
プ

(3)③
観光農園等の有料観光メニューの整備

３　緑茶効能の有効活用
(1)①
緑茶効能講座の開催

１　掛川茶のブランド力強化
　　と効果的な情報発信

(1)①
掛川茶リブランディングプロジェクトの
推進、SNS等での情報発信

(3)①
海外向け「お茶と暮らし」の情報発信

施策 具体的事業
計画期間

実施

検証・拡充・実施

実施

実施

SNS等での情報発信、インバウンド対応、異業種へのアプローチ

月夜の茶摘み・煎茶会、Ｔ１グランプリ、マイスター制度の活用

実施

実施

「お茶と暮らし」による情報発信の統一
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授業目的の明確化、ブラッシュアップ、統一化及び実施体制の確立

観光農園等の有料観光メニューの整備

緑茶効能の有効活用 緑茶効能講座の開催

消
費

茶産地掛川の持続を可能
とする消費拡大策の推進

・他産地との差別化が進まず認知度の向上が限定的

・SNS等を活用した情報発信の不足

・コト（体験等）の提供が不足

・茶園景観、農業遺産が有効活用されていない

・緑茶効能の強みを有効活用しきれていない

掛川茶のブランド力強化と効果的な情報発信
市民の共感と協力のもと掛川茶リブランディングプロジェクトを推進

外国向け「お茶と暮らし」によるＳＮＳ等での情報発信

コト（体験等）の充実化による消費拡大

お茶のまちづくり事業の継続と拡充

流
通

時代を先取りする
流通構造への転換

・生産者の経営が安定しない流通構造

・急須離れによるリーフ茶需要の減少

・流通におけるデジタル化対応の遅れ

・掛川茶の品質のバラツキによる信用低下の恐れ

・仕上げ加工、流通における環境対策の遅れ

・好調な輸出に取組む茶商社が限定的

茶の流通構造改革

生産計画に基づく適正価格での荒茶取引の仕組み構築
茶業版フェアトレード認証制度の創設

商品開発及びパッケージデザインの研修会

生産者と茶商の連携による有機栽培茶の拡大

海外輸出への対応 生産者も含めた輸出推進体制の構築

インターネット通販導入支援

使用原料の基準、商品表示の基準、認証制度についての検討

消費者ニーズに対応した商品開発

手軽に飲める高品質な商品（TB等）の開発

茶生産者の経営安定、生産量確保のための茶市場の在り方検討

生
産

茶産地掛川を支える
一次産業の所得向上

・茶価の低迷による離農、後継者不足、茶園の減少

・旧態依然とした生産体制の硬直化

・市場、消費者ニーズへ対応した生産の遅れ

・好調な輸出に対応する生産の遅れ（有機・碾茶）

・茶生産における環境負荷低減への対応の遅れ

持続可能な茶生産体制、基盤の再構築

生産者全体が危機感を共有し、将来展望を検討、実行する体制の確立

利益の最大化を可能とする組織経営体（株式会社化）の育成

新規就農者育成・受入体制の構築

地域の話し合いによる茶園ゾーニング
茶園集積・集約のルール化
基盤整備の積極的実施

スマート農業の実証実験・試験導入

需要に応じた茶生産への転換
有機栽培推進の支援
碾茶製造に向けた実効性のある検討

環境に配慮した茶生産体制

茶草場応援ボランティア体制の整備

有機農業産地づくり推進事業を活用した地域ぐるみの取組の推進
　　（オーガニックビレッジ宣言）
環境負荷調査と低減策の研究
ＣＯ２削減貢献度の情報発信とオフセット・クレジットの研究

掛川茶未来創造プロジェクト施策体系図

推進事項 現状・課題 施　策 重点施策

目指すビジョン 10年後も掛川が世界に誇れる「お茶のまち」であるために
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指標と重点施策の相関図

最重要指標

生産 生産者全体が危機感を共有し、将来展望を検討、実行する体制の確立

生産 利益の最大化を可能とする組織経営体（株式会社化）の育成

組織経営体（株式会社） １０経営体 生産 新規就農者育成・受入体制の構築

基盤整備の実施・検討地区 9地区 生産 地域の話し合いによる茶園ゾーニング

スマート農業の導入事例 ３事例 生産 茶園集積・集約のルール化

生産 基盤整備の積極的実施

生産 スマート農業の実証実験・試験導入 

生産 茶草場農法応援ボランティア体制の整備

生産計画に基づく適正価格での荒茶取引の仕組み構築

茶業版フェアトレード認証制度の創設

流通 茶生産者の経営安定、生産量確保のための茶市場の在り方検討

生産 有機栽培推進の支援

有機栽培面積（JAS認証 転換中含む） 50ha 有機農業産地づくり推進事業を活用した地域ぐるみの取組の推進

碾茶工場（有機専用）の稼働数 ２工場 （オーガニックビレッジ宣言）

流通 生産者と茶商の連携による有機栽培茶の拡大

生産 碾茶製造に向けた実効性のある検討

生産 環境負荷調査と低減策の研究

生産 ＣＯ２削減貢献度の情報発信とオフセット・クレジットの研究

流通 生産者も含めた輸出推進体制の構築

消費 外国向け「お茶と暮らし」によるＳＮＳ等での情報発信

掛川茶の認知度（聞いたことがある) 85%

掛川茶の認知度（情報を知っている） 35% 流通 手軽に飲める高品質な商品（TB等）の開発

掛川茶を飲んでみたい人の割合 61% 流通 商品開発及びパッケージデザインの研修会

流通 インターネット通販導入支援

流通 使用原料の基準、商品表示の基準、認証制度についての検討

全国茶品評会「産地賞」受賞記録 ２８回

消費 市民の共感と協力のもと掛川茶リブランディングプロジェクトを推進

消費 お茶のまちづくり事業の継続と拡充

消費 授業目的の明確化、ブラッシュアップ、統一化及び実施体制の確立

消費 観光農園等の有料観光メニューの整備

消費 緑茶効能講座の開催

茶産出額
40億円

経営茶園面積
１，０００ha

指標 重点施策

茶園の担い手（後継者）への継承が決まってい
る茶園の割合

40%

茶草場農法実践認定農家数 １９３件

茶生産者の経営状況「良い・安定している」経営
体の割合

25%

生産

流通

「掛川の自慢はお茶である」と思う市民の割合 85%

市内茶商社による輸出量 ８００ｔ

掛川（茶園）に観光に行きたいと思う人の割合 80%
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